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報広
豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

祝♥成人
20歳になりました

そえだそえだ
報広

700号700号



令
和
と
な
っ
て
初
と
な
る
添
田
町

成
人
式
が
１
月
12
日
に
行
わ
れ
、

旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
に
、
会
場
の
オ

ー
ク
ホ
ー
ル
に
は
笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
少
し
緊
張
し

た
新
成
人
に
寺
西
町
長
が
「
皆
さ
ん
に

は
、
素
晴
ら
し
い
未
来
と
い
う
同
じ
目

標
に
向
か
い
、
今
日
の
こ
の
日
を
迎
え

た
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
進

む
道
は
違
え
ど
も
、
目
標
に
向
か
っ
て
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
期
待
を
込
め
て
激
励
。
ま
た
、
祝
福

に
か
け
つ
け
た
中
学
時
代
の
恩
師
や
来

賓
な
ど
か
ら
も
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

送
ら
れ
る
と
、
新
成
人
た
ち
は
、
一
言

一
言
を
静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
半
で
は
、
中
学
時
代
の
懐

か
し
い
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
と
、
当
時
を
思
い
出
し
て
、
会

場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
長
谷
川
元

輝
さ
ん（
添
田
東
）が
「
添
田
町
で
成
長

で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
強
い
意
志
を
持

ち
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ

か
ら
も
生
き
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

謝
辞
を
述
べ
、長
渕
剛
の「
乾
杯
」
の
サ

ビ
部
分
を
ア
カ
ペ
ラ
で
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
恩
師
や
友
人
と
近

況
報
告
や
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
っ
た

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
を
撮
り

合
っ
た
り
し
て
旧
交
を
温
め
合
う
新
成

人
た
ち
。
人
生
の
大
き
な
節
目
に
立
っ

た
喜
び
と
、
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
か
み
し
め
、
故
郷
の
友
と
の
か
け
が

え
の
な
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　１月12日、新成人106人を対象に令和元年度成人式がオーク
ホールで行われました。式典には、晴れ着に身を包んだ73人が
出席し、故郷で懐かしい友人や恩師と再会を喜び合いました。

2020年、令和初の
20歳はたちの集い

◉令和元年度成人式フォトレポート

令和元
年度

添田町成人式

懐かしの

写真に大爆笑

新成人代表謝辞で

歌を熱唱した

長谷川元輝さん

故郷の友は

いつまでも

君たちの

心の中にいます

式典中、 静かに

耳を傾ける新成人

添田中学校の恩師、

宮川和明先生

先生、 お久しぶりです

色とりどりの晴れ着姿の新成人が

式典会場を彩りました

目え進て
、

い
」

福来が言た
。

懐出会最元長持れくサた
。

近たり成

立派なお嫁さん
になる♡

ななみ・さな・ほのか

カッコ
イイ

大人になる
ぞ!!

カッコ

大人大人になる
ぞぞ!!

尚也・
しん・

優二

添田町に
高額納税（笑）

平田　楓

親孝行 !!

神﨑陽行

再会の友人と記念撮影

広報そえだ（令和２年２月号）　２３　広報そえだ（令和２年２月号）

◎
新
成
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ
な
た
の
今
後
の
目
標
は

　
　
　
　
　
　

な
ん
で
す
か
？

薬剤師になる!!

金行七海



　

そ
の
後
は
、
時
代
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
、
少
し
ず
つ
掲
載
内

容
を
変
え
、
カ
ラ
ー
面
や
ペ
ー
ジ

数
が
増
え
、
今
、
皆
さ
ん
が
手
に

し
て
い
る
一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に
知

り
た
い
情
報
が
手
に
入
る
時
代
で

す
が
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
ま
ち

の
今
を
伝
え
る
も
っ
と
も
身
近
な

情
報
紙
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
の
が

広
報
そ
え
だ
で
す
。
そ
し
て
、
た

だ
情
報
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
情
が
育
ま
れ

る
よ
う
、
ま
ち
の
今
を
し
っ
か
り

伝
え
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
広
報
そ
え
だ
の
役
割
で
す
。

　

今
月
で
700
号
を
迎
え
た
広
報
そ

え
だ
。
創
刊
か
ら
58
年
の
歳
月
を

重
ね
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
も
ち
ろ

ん
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
町
民
に
親
し
ま
れ
、

愛
さ
れ
る
広
報
」「
読
者
フ
ァ
ー
ス

ト
」
の
思
い
で
、
広
報
そ
え
だ
を

皆
さ
ん
の
お
手
元
へ
お
届
け
し
ま

す
。
広
報
そ
え
だ
の〝
主
役
〞は
、

住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。〝
主
役
〞の

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
そ
え

だ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼昭和39年10月発行第36号

この年開催された東京オリンピックの聖
火リレーの様子を掲載。添田町のリレー
隊員が秋晴れの田川郡を力走しました。

▼昭和42年３月発行　号外

新しく町長が就任し、臨時議会が開催さ
れたことを号外でお知らせ。新町長によ
る行政方針の表明と質疑応答の内容です。

▶
昭
和
47
年
７
月
発
行
第
129
号

走
り
幅
跳
び
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

決
め
た
町
出
身
の
山
下
博
子
さ
ん
が
登
場
し
ま
し
た
。

◀
平
成
元
年
３
月
発
行
第
329
号

元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ
た
こ
の
年
、
平
成

初
の
広
報
が
３
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

▶
昭
和
62
年
１
月
発
行
第
303
号

新
年
号
な
ど
の
表
紙
に
は
、
カ
ラ
ー
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
数
も
６
ペ
ー
ジ

に
増
え
て
き
ま
し
た
。

▶
平
成
12
年
４
月
発
行
第
462
号

表
紙
と
最
終
ペ
ー
ジ
が
カ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ペ
ー
ジ
数
と
情
報
量
が
増
え
、
地
域
に
目
を
向

け
た
特
集
が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◀
平
成
23
年
４
月
発
行
第
594
号

明
治
44
年
の
町
制
施
行
か
ら
100
周
年
。
こ
の
月
の
表

紙
は
、
100
歳
に
な
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
飾
り
ま
し
た
。

◀▲平成15年３月発行
　　第500号

「広報とは何ぞや」というタ
イトルで広報の歩みを紹介
する特集の第500号。

◀

「
イ
す

◀
令
和
２
年
２
月
発
行
第
700
号

◀▲平成15年３月◀

初
の
広
報
が
３
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た

　

広
報
そ
え
だ
の
作
成
を
職
場
体

験
実
習
に
や
っ
て
き
た
田
川
高
校

生
２
人
が
体
験
し
ま
し
た
。

❶
企
画
＆
情
報
収
集

　

多
く
の
か
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
や
町
の
動
き
な
ど
を
精
査
し
、

今
一
番
何
を
伝
え
る
べ
き
か
、
ど

う
す
れ
ば
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
で

掲
載
で
き
る
か
な
ど
を
考
え
ま
す
。

❷
取
材
の
準
備

　

必
要
な
情
報
は
事
前
に
下
調
べ

を
し
て
カ
メ
ラ
と
筆
記
道
具
を
持

ち
、
現
場
へ
向
か
い
ま
す
。

体験したのはこの２人 !!

白
石
敦
己
さ
ん

（
２
年
生
・
添
田
中
出
身
）

楠
木
陸
斗
さ
ん

（
２
年
生
・
大
任
中
出
身
）

をた
。

野球部で鍛えた
　体力には自信あり !!

添
田
町
の
こ
と
な
ら

　
　
　
　
　

お
ま
か
せ
!!

声をかけながら、
被写体の緊張をほぐすぞ

広
報
そ
え
だ
完
成
で
す

　 昭和　平成　令和
◀
令
和
２
年
２
月
発
行
第
700
号

町
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
の

親
し
ま
れ
る
広
報
紙
へ

そ
え
だ
完

そ
え

広
報
そ

広
報
そそ
え
だ

で
す
で
す

完
成
でで

完完

で
な
らら
な
か
せ

前
に
下
調
べ

に
下
調

記
道
具
を
持

道
具
を

い
ま
い

なななな
と
なな

せせ
!

記
道
具
を
持

道
具
を

ま
す
。
すらら

な
ら
な
らら
な
か
せせ
!!

広
報

え
そ

を
だ

作
っ

み
て

た

高校生が

記
憶
に
残
る

　
　
　
一
枚
を
!!

５　広報そえだ（令和２年２月号） 広報そえだ（令和２年２月号）　４

❸
取
材
・
撮
影

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。
現
場
の

　
　
　

雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
な
が

　
　
　

ら
〝
記
録
〞
で
は
な
く

　
　
　
〝
記
憶
〞
に
残
る

　
　
　

取
材
を
し
ま
す
。

❹
編
集

　

取
材
を
基
に
原
稿
を
作
成
し
、

撮
影
し
た
写
真
か
ら
使
用
す
る
も

の
を
選
び
ま
す
。
ま
た
、
専
用
の

ソ
フ
ト
を
使
い
、
見
や
す
く
、
読

者
の
興
味
を
引
く
よ

う
な
レ
イ
ア
ウ

ト
を
作
り
ま
す
。

❺
校
正

　

出
来
上
が
っ
た

紙
面
の
誤
字
・
脱
字

な
ど
を
何
度
も
確
認
し
ま
す
。

❻
入
稿
・
印
刷

　

印
刷
会
社
に
デ
ー
タ
を
渡
し
、

４
３
０
０
部
印
刷
さ
れ
ま
す
。

❺
納
品

　

印
刷
会
社
か
ら
納
品
さ
れ
ま
す
。

❼
配
布

　

行
政
区
長
と

隣
組
長
の
協
力

で
各
家
庭
に
配

布
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
お
手
元
に

届
き
ま
す
。

　広報そえだは今月で 700 号。昭和、平成、令和と時代の
流れの中で変化を繰り返しながら、皆さんのおかげで発行
を続けることができました。そして、これからも皆さんに
親しまれ、愛されるような広報そえだを目指します。

皆さんのおかげで700号皆さんのおかげで700号
住民が主役の広報紙へ住民が主役の広報紙へ
皆さんのおかげで700号
住民が主役の広報紙へ

　

昭
和
36
年
、
本
町
が
町
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
た
年
、
記
念
す
べ

き
第
１
号
と
な
る「
添
田
町
報
」が

創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
一
面
に
は
、

当
時
、
町
長
だ
っ
た
故
中
富
鐵
之

助
氏
や
議
会
議
長
の
故
畠
田
金
太

郎
氏
の
祝
辞
な
ど
を
掲
載
。
中
富

氏
の
あ
い
さ
つ
に
は
「
町
民
に
親

し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
新
聞
に
な
る

よ
う
願
う
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

◉昭和、平成、そして令和へ　広報そえだ58年の軌跡記
念
す
べ
き
創
刊
号

町
の
歴
史
刻
む
ペ
ー
ジ

▼昭和40年４月発行第42号

発行から42号目、添田町報から現在と
同じ名前である「広報そえだ」へ変わ
りました。

◀
昭
和
44
年
５
月
発
行
第
91
号

Ｂ
４
サ
イ
ズ
か
ら
、
家
庭
で
も
手
軽
に
保
存
で
き
る

よ
う
に
と
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

年10月発行第36号

昭和

創
刊
号
は
添
田
町
町
制
施
行
50
周

年
を
迎
え
た
昭
和
36
年
８
月
に
Ｂ

４
サ
イ
ズ
４
ペ
ー
ジ
で
「
添
田
町

報
」
と
し
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

58年の歳月を重ねた広報そえだの
移り変わりを紹介します



７　広報そえだ（令和２年２月号） 広報そえだ（令和２年２月号）　６

確定申告
忘れずに早めの申告をお願いします

　今年も税の申告が始まります。障害年金や遺族年金を受給して
いる人、収入がなく扶養になっている人も申告が必要な場合があ
りますので、期間中に役場で申告を行ってください。

■ 町県民税の申告をしなければならない人　
▶令和２年１月１日現在、添田町に居住している人　
▶令和元年中に営業、農業、不動産などの所得がある人
▶定住促進支援金（一時所得）や個人年金（雑所得）　
　がある人
▶ 18歳以上の国民健康保険加入者※パートやアルバイ
　トなどの収入がある人も、申告が必要な場合があり
　ます。

■ 申告のときに必要なもの　
▶印鑑（書類で確定申告する場合）　
▶給与や公的年金の源泉徴収票など収入のわかるもの
▶営業や農業所得などの収支明細書　
▶生命保険料や地震保険料の控除証明書　
▶医療費控除を受ける人は医療費明細書や領収書（補
　てんされた金額のわかるもの）※事前の集計をお願
　いします。　

▶障害者控除を受ける人は障害者手帳などの証明
▶寄付金控除を受ける人は、領収書や受領書　
▶マイナンバーカードや通知カード
▶申告する本人名義の通帳など口座番号の
　わかるもの※ＪＡ田川の出張所を還付先
　に登録した人は、再登録が必要です。

■ 公的年金受給者や国保加入者は特にご注意を
▷公的年金収入額が400万円以下で、それ以外の所得
　が20万円以下の場合は、所得税の確定申告はする必
　要はありませんが、町県民税の確定申告は必要です。
▷国民健康保険に加入している世帯は、所得がない場
　合でも必ず申告しなければなりません。
　申告をしない場合は、所得証明書の交付
　や国民健康保険税の軽減
　措置が受けられませんの
　で注意してください。

９時～16 時（土・日は除く）
■ ３月１日日 ９時～16時は申告を受け付けます（添田町役場のみ）

申告受付期間 >>>２月17日月～３月16日月

役　場　　役場１階特１会議室 

【 所得税に関する問い合わせ／田川税務署個人課税部門 ☎ 44-0430 】 【 町県民税に関する問い合わせ／役場住民課税務・滞納対策係 ☎ 82-1234 】

■ 各種税の申告と納付の期限を忘れずに
▶所得税・贈与税＝３月16日月まで
▶個人事業者の消費税と地方消費税＝３月31日火まで

■ 振替納税を利用している人の振替日
▶所得税 ＝ 4月21日火
▶個人事業者の消費税・地方消費税＝ 4月23日木
※新たに振替納税を利用する場合は「預貯金口座振替
　依頼書」の提出が必要です。

■ 簡単便利な振替納税
　「確定申告後、納付書をも
らっていたけど、うっかり払い忘
れていた」「銀行が遠くて行くのが大変」。
納付期限を過ぎてしまうと利子税（延滞金）が発生す
ることもあります。口座振替にしておけば、引き落と
し日の前に、お金を通帳に入れておくだけ。簡単・確

実で払い忘れることもありません。口座振替を利用す
ると納期限にゆとりができます。

■ 廃車手続きはお済ですか
　　　　　　　　　　　　　原動機付き自転車や軽自
　　　　　　　　　　　　動車などに対する軽自動車
　　　　　　　　　　　　税は、毎年４月１日現在で
　　　　　　　　　　　　車両を所有（登録）してい
　　　　　　　　　　　　る場合に年税額が課税され
　　　　　　　　　　　　ます。そのため、4月 2日
　　　　　　　　　　　　以降に廃車や名義変更をし
　　　　　　　　　　　　ても、月割り課税の制度は
なく、その年度分の税金を一括で納めていただくこと
になります。125cc以下のバイクやトラクターなどを
登録したままで、現在所有していない人は、ナンバー
プレートと印鑑を持って、３月31日火までに廃車の手
続きをしてください。

■ 廃車手続きはお済で
　　　　　　　 　　
　 　　　　　　　　

　 　
　　 　　 　 　　 　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　 　 　 　 　

確定申 告 書 の 様式 が 変 わ り 確定申告
令
和
元

　今
いる
りま

申告受付

令
和
元
年
分

受給して
場合があ

日月

申告会場 >>>
税務署　　たがわ情報センター（田川市） 

　期間中は混み合うため所得税の確定申告は、
郵送やｅ－Ｔａｘを利用するなど、できる限
り税務署へ提出してください。※青色申告な
どの人は、たがわ情報センターで申告をして
ください。
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田川伊田駅

福岡県立大学田川市役所
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田
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彦
山
川

たがわ情報
センター

伊田大橋

】

ている世帯は、所得がない場
れ
所得
減
の

世帯 、所得 な 場
ばなりません。
得証明書の交付

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　 　
　　
　 　 　　

　　 　　　 　 　 　
　　 　　 　　　　　 　

　 　　 　 　 　

り

平

納め忘れはありませんか？

町税完納にご協力をお願いします
　平成31年度の町県民税（普通徴収）や固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税（７期）の納期限が終わりました。納め忘れの税
がないか確認し、町税完納にご協力ください。納付書を紛失した
場合は、役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）まで相談し
てください。

【 所得税 関す 問 合

納め忘れは

町税完
平成31年度
国民健康保険
がないか確認
場合は、役場
てください。

税
や
申
告
で
不
明
な
点
は
、

　

い
つ
で
も
お
気
軽
に

　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
く

（ ）

い忘忘
くのが大変」。

年金受給者や
国保加入者は
ご注意を !!

ま し た

▶平成を令和に読み替えます
　　　　　　成から「令和」への改元に伴い、確定申告書
　　　　　　などの様式が変わります。国税庁では、順次
　　　　　　「令和」表記に更新を行っていますが、すでに
配布済みのものについては平成を「令和」に読み替え、有
効となります。
　また、確定申告書の「所得から差し引かれる金額」の記
入欄の順番が変わりました。所得控除の内容に変更はあり
ませんが、記入の際は注意してください。



３ 年に一度の民生委員・児童委員の全国一斉
改選が行われ、令和元年12月１日から34人

（民生児童委員32人、主任児童委員２人）が、厚生
労働大臣の委嘱を受けました。
　民生委員は、児童委員を兼任し、高齢者や障が
い者の福祉に関すること、子育てや介護などの不
安に関する様々な相談支援を行います。また、一
部の児童委員は特定の区域を担当せず、児童に関
することを専門的に担当する主任児童委員の指名
を受けています。任期は、令和４年11月30日まで
の３年間です。心配ごとや困りごとなどあれば、
お気軽に相談ください。相談無料で秘密は厳守さ
れます。（敬称略）

委員名 担当行政区 電話番号
髙千穗元子 英彦山 85-0687
藤井　公義 上落合二 85-0219
入口冨士男 上落合一 85-0407
梅野由美子 下落合 85-0564
伊藤　千秋 桝田・一ノ宮 82-1096 
田中　　嘉 野田 090-1871-3480
岩田　恵里 添田東 090-4995-7793
空閑　一教 添田中 82-0498
田中須美恵 添田西 82-4875
熊谷　好和 町一 82-0424
廣澤　健太 町二 82-0845
田中美津子 町三 090-5029-4158
鈴見　　聡 町四 82-5252
本　哲也 伊原 82-1742
安方　泰広 豊川 82-5330
手島　弘紀 庄上 82-0232

今回の改選で、次の10人が退任されました。
長い間、お疲れさまでした。（敬称略）

頼れる身近な地域の相談員

民生・児童委員の再任・交代 委員名 担当行政区 電話番号
溝口　洋子 桜橋 82-1428
大田原　靖 庄東・峰地北 82-0221
平野　澄枝 庄中 82-4889
平田　智子 庄西 82-2882
鬼丸　秀雄 峰地団地 090-9574-5324
福澤　憲昭 新城 82-1613
筒丸　昌夫 岩瀬 090-4580-5370
木下　芳博 真木 73-3073
中嶋　豊弘 真木団地 82-4811
方志　博親 峰地 82-3986
鎌田芙美代 上中元寺 82-1603
原　　珠美 下中元寺 82-5062
西山　　司 下中元寺不動 82-3638
宮内　櫻雄 上津野 84-2208
金子富士子 中津野 84-2413
馬場久美子 下津野 84-2441
角﨑　久美 主任児童委員 85-0615
足立美智子 主任児童委員 82-0733

委員名 担当行政区 役員期間
加藤タツ子 上落合二 3年
伊藤　幸夫 旧三崎 ６年
水上　　普 野田 21年
釜本　謹彰 添田東 ６年
高橋ひろ子 添田中 ６年
伊川　加代 町二 ９年
小田部征人 桜橋 ６年
西野壽賀子 庄中 ６年
古賀　　進 峰地団地 ６年
諌山　哲朗 中津野 6年

　九州で、歴史まちづくりに積極的に取り組む11の市と町が連携し、その魅力をPRするため「歴史ま
ちづくりカード（歴まちカード）」を配布しています。このカードは、歴史的風致維持向上計画の認定を
受けた九州の11の市と町の象徴的な風景写真や歴史まちづくり情報を紹介したカード型のパンフレット
です。それぞれの自治体でその市や町のカードが無償でもらえます。

歴史まちづくりに取り組む市町の魅力をカードで紹介

歴まちを巡って集めよう
九州11市町でカード配布中

◎発行している市町　（福岡県）宗像市、太宰府市、添
田町　（佐賀県）佐賀市、鹿島市、基山町　（熊本県）山
鹿市、湯前町　（大分県）大分市、竹田市　（宮崎県）日
南市
◎配布条件　▶１人１枚　▶各11市町配布施設来訪

者のみ（郵送不可）　▶無料配布
◎添田町の配布場所　▶配布場所　添田町役場まち
づくり課歴史文化財係　▶配布時間　土・日・祝日除
く、８時30分～17時
※その他の市町については、問い合わせください。

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-5964）歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～
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↑『英彦山大権現松会之図』の御田植祭㊤と流鏑馬㊦

【参考文献】『英彦山修験道絵巻』村上龍生（1995年）
　　　　　『霊峰英彦山ー神仏と人と自然ー』九州歴史資料館（2017年）

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎ 82-5964）

９　広報そえだ（令和２年２月号） 広報そえだ（令和２年２月号）　８
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まちからのお知らせ＆情報

問 住民課保険年金係（☎82-5966）

70歳以上の外来の医療費に
年間限度額が設けられます

　今年度も、70歳以上の人の外来の医療費に、年間
の限度額が設けられます。
◉対象　70歳以上で基準日に高額療養費の自己負担
限度額が「一般」または「市町村民税非課税世帯」に属
している人（医療費の負担割合が３割でない人）
※月毎の高額療養費が支給される場合は、差し引い
　た金額で計算されます。
◉年間上限額　14万４千円
◉計算期間　平成30年８月１日～令和元年７月31日
◉基準日　令和元年７月31日
◉申請先　基準日に加入している健康保険元
※添田町の国民健康保険加入者で、国民健康保険期間

　のみで年間14万４千円を超える人には、役場保険年

　金係から申請書を送付します。

※計算期間内に一部社会保険期間がある人で14万４千

　円を超える人は、申請に保険元から出された自己負

　　　　　　　　　　担額証明が必要です。

　　　　　　　　　　※後期高齢者医療の人は、後期

　　　　　　　　　　　高齢者医療広域連合から通知

　　　　　　　　　　　が届きます。高額療養費の振

　　　　　　　　　　　　込口座が登録済みの場合、　

　　　　　　　　　　　　　申請手続きは不要です。

　４月から小学校に入学するひと
り親家庭等医療制度に該当するお
子さんは、子ども医療証からの切
り替えの手続きが必要です。
◉必要な手続　対象者となる小学
校新１年生（生活保護世帯を除く）に
認定申請書を送付しますので、忘れずに手続きをし
てください。申請受け付け後、３月末に医療証を送
付します。
◉受付期限　３月６日金
◉受付場所　役場保健福祉環境課子育て・障がい者
　　　　　　支援係
◉必要なもの　印鑑、お子さんの保険証、申請書

問 まちづくり課施策推進係（☎82-1236）

津野の春を満喫しませんか
油木ダム桜ウォーキング大会

と　き▶４月５日日雨天決行
　　 　 開会式９時30時～（受付 8時30分～）

問 保健福祉環境課子育て・障がい者支援係（☎82-1232）

◉集合場所　津野小学校グラウンド

◉定員　先着500人

◉コース　６キロ、15キロ

◉参加費　大人 2,000円、中学生以下1,000円

※記念品・昼食代・保険代を含む。
※参加費は、返金できませんのでご了承ください。
また、別途振込料金がかかります。
※小学生以下は保護者が同伴してください。

◉申込期限　２月28日金必着
　大会リーフレットに添付している郵便振替払込取
扱票に必要事項を記入し、参加費を添えて郵便局で
申し込んでください。２人以上でお申込みの場合は、
代表者名を記入し、人数分の参加費を添えて申し込
み、他参加者の氏名・住所などは郵送かFAXで役場
まちづくり課まで連絡ください。

■ 地元物産を販売します
　ウォーキング大会に参加しな
い人にも楽しんでもらえるよ
う、今年も地元物産販売などを
行います。
◉主催　津野地域活性化実行委員会
◉問い合わせ・連絡先
〒 824-0691
  福岡県田川郡添田町大字添田 2151
  添田町役場まちづくり課施策推進係
 （☎ 82-1236 ／ FAX 82-2869）

期

険

明

高

者

き

口

申

　金係から申請書を送付します

※計算期間内に一部社会保険期

　円を超える人は、申請に保険

　 　　　　　　 　 担額証明

　 　 　　　 　 ※※後期高

　 　　　 　　 　　　 　 　高齢者

　　　　 　　 　　 　　 　 　が届き

　 　 　 　　 　 　　込口

　　　　 　　　　　　　　　　　申

お
切

学
）
忘れずに手続きをし
月末に医療証を送

学
）に
れずに手続きをし

４月から小学生のお子さんは
「ひとり親家庭等医療証」の手続きを

令和元年　秋の叙勲

　元地方法務局次長の手島奉昭さん（桜橋）に瑞宝双
光章が授与されました。手島さんは昭和42年に法務
省に入省し、福岡法務局や九州各地の地方法務局に
勤務。平成12年から宮崎地方法務局次長、平成13年
からは那覇地方法務局次長を務め、長きにわたり法
務行政に取り組んできました。「戸籍や訟務（国の利
害に関係のある民事訴訟や行政訴訟に関する事務）、
人権擁護などさまざまな事務を行ってきた」と語る
手島さん。町に戻ってからは、田川家庭裁判所の家
事調停委員を務め、現在はシニアパワーアップ塾で
学童保育の手伝いや郷土史会員として町の歴史を学
んでいます。「受章は家族のおかげ。これからも健康
に気をつけ、地域に貢献したい」と語っていました。

　昭和51年から約39年間、防災活動に尽力した元添
田町消防団副団長の荒木志津俊さん（中津野）が、秋
の叙勲で瑞宝単光章を受章しました。「入団したばか
りのころ、火災で死者がでた現場に遭遇し、込み上
げてくる悲痛な思いに、二度とこのような惨劇を繰
り返してはならないと誓った」と初期消火の重要性
を認識し、常に第一線に立って活動を続けてきた荒
木さん。平成21年から第６分団長、平成23年から副
団長を４年間務め、訓練や啓発活動など消防団発展
のために活動しました。「この受章は添田町消防団が
受章したものと受け止めている。令和の時代も住民
の生命、財産を守るため添田町消防団がチームワー
クを発揮し、活躍することを願う」と話していました。

長
年
の
労
と
功
績
を
た
た
え
、
町
内
か
ら
三
人
が
栄
え
あ
る
受
章

◉叙勲 瑞宝単光章

↑那覇地方法務局では人権擁護課長を務めた手島さんは「管内の
学校をまわり、人権に対する啓発活動を行った」と語っていました

↑「今回の名誉ある受章は、一緒に活動してきた先輩や後輩の消
防団員のおかげみんなで喜びを分かち合いたい」を語る荒木さん

手島 奉昭さん（元那覇地方法務局次長）◉叙勲 瑞宝双光章

荒木 志津俊さん（元添田町消防団副団長）

　昭和46年から平成20年までの37年間にわたり、
添田町消防団員として常に第一線に立ち、災害の
防止、被害軽減に取り組んできた元第５分団長の
川野哲男さん（町四）が、令和元年秋の叙勲で瑞宝
単光章を受章しました。「昭和61年３月の彦山駅裏
の山火事で、強風にあおられて飛び火、延焼する
中、必死に消火活動にあたったことが今でも鮮明
に思い出される」と当時を振り返る川野さん。平
成18年からは分団長を務め、地域の安全や若手の
指導育成にも力を注ぎました。「今回の受章は、と
もに頑張ってきた団員たちの支えのおかげ。受章
の名に恥じぬよう、これからも精進し、地域のた
めに尽くしたい」と喜びをかみしめていました。

◉叙勲 瑞宝単光章

↑郷土愛と消防精神を胸に、37年間にわたり消防団員として火災
現場や山岳救助など常に第一線に立ち、活動してきた川野さん

川野 哲男さん（元添田町消防団分団長）
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　自分の夢や将来の希望に向かい努力を決意し、表明
する添田中立志式が１月17日、町民会館で行われまし
た。２年生68人が「二十歳のキミへ」をテーマに、６年
後の自分あてに手紙を書き、代表して６人の生徒が発
表しました。剣道に打ち込む宮城敢太さんは生活を支
えてくれている父への感謝を述べ「今の僕は将来、お

父さんを支えることができ
るよう勉強も剣道も頑張っ
ている。立派な大人になっ
て」と20歳の自分へ呼びか
けました。この手紙は、藤
田季弘副町長に託され、６
年後に本人へ手渡されます。

広報そえだ（令和２年２月号）　1213　広報そえだ（令和２年２月号）

My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　１月17日、児
童館で行われた
子育て支援サー
クル「おんぶに
抱っこ」で、宮
若市在住のSam
itoさん（サミト
・宮若市）による
講演が行われま
した。Samito さ
んは、自身の流産や死産、子育ての経験から「まずは、
お母さん自身が幸せになってほしい。その幸せはきっと、
子どもや家族に伝わる」と優しく語りかけていました。

　昨年の12月16
日、真木保育園
の年長組27人が、
中元寺地区にあ
る東博美さんの
畑で野菜の収穫
体験を行いまし
た。園児たちは、
東さんに教わり
ながら、抱えき
れないほどの大きさの白菜や自分の顔より大きいグリー
ンボール、みずみずしく立派に育ったサニーレタスなど
大地の実りを収穫し、大満足の表情を浮かべていました。

子育て支援サークル「おんぶに抱っこ」

経験から語る心温まる命のはなし
真木保育園が収穫体験

こんなに大きい野菜を採ったよ～

　地域の高齢者

の皆さんの健康

と絆づくりのた

めに行われてい

る添田東ふれあ

いサロン。昨年

12月13日に行わ

れたサロンでは、

九州工業大学院

で学ぶフランス

やインド、マレーシアからの留学生４人が参加しました。

留学生は自分たちの国のことを紹介をしたり、高齢者と

一緒に歌や体操をしたりして楽しく交流していました。

添田東ふれあいサロン

留学生の皆さん、ようこそ添田町へ

↑高齢者と留学生が歌や体操などでふれあいました

↑色紙に名前と言葉を書くネームアートも開催

　空手道場の田
川修武会が、田
川市の正進館と
合同で１月11日、
新年恒例の寒稽
古を行いました。
稽古には子ども
から大人まで約
35人が参加。道
場から歓遊舎ひ
こさん前の彦山川まで約３キロのランニングの後、男子
は上半身裸、女子はＴシャツ姿で川に入り、号令に合わ
せた気合の突きと掛け声で心と身体を鍛えていました。

田川修武会が寒稽古

心身鍛える、気合の突きと掛け声

↑気合の入った「オス」の掛け声が響き渡りました

二分の一成人式

10年間の感謝と10年後の夢を語る

↑新たに消防団長に就任した梶原さん

↑大きく実った野菜を収穫し、大喜びの園児たち

添田中学校立志式

20歳のキミへ届け、メッセージ↓14歳の自分から20歳の自分へのメッセージを代表して6人の生徒が発表しました

添田町消防団出初式

新団長の下、防災への決意を誓う↓消防団員らが号令に合わせ、機敏な動作で服装点検や分列行進を披露した出初式

　防災への決意を誓う添田町消防団による出初式が１
月12日、そえだドームで行われ団員162人が参加しま
した。団員たちは号令に合わせ、機敏な動作で服装点
検や分列行進を行いました。今回をもって田中久美男
団長が勇退され、新たに梶原茂敏団長が就任。梶原新
団長は「地域防災の要として消防団一丸となり、災害

のないまちづくりにまい進
する」と決意を示しました。
式終了後、サン・スポーツ
ランドで第３分団がポンプ
操法の模擬演技を披露。き
びきびとした演技に盛大な
拍手が送られていました。

　昨年の12月21
日、児童館でク
リスマス☆フェ
スタが行われま
した。虹の会の
皆さんによる紙
芝居や読み聞か
せに続いて、も
っちーさんによ
るマジックショ
ーに大興奮の子どもたち。最後はサンタクロースが登場
して、プレゼントが当たるジャンケン大会が行われると
子どもたちは、大きな歓声を上げて楽しんでいました。

クリスマス☆フェスタ

友だちみんなで楽しんだクリスマス

↑あら不思議、もっちーさんによるマジックショー

　昨年の12月17
日、防犯交通安
全もちつき・暴
力追放住民総決
起大会が役場前
駐車場で行われ、
田川警察署や消
防団、交通安全
協会、婦人会の
皆さんが紅白餅
をつきあげました。また総決起大会では、暴力追放宣言
とシュプレヒコールを声高らかに唱え、暴力追放を誓い、
安心・安全なまちづくりに向けて意識向上を図りました。

防犯交通安全もちつき・暴力追放住民総決起大会

暴力追放、安心・安全なまちづくり

↑安心で安全な添田町を願って餅をつきあげました

↓10年間、立派に成長しました。これからも10年後の自分に向かって歩んでいきます

　20歳の半分の10歳を迎えた小学校４年生が、10年間
の感謝や将来の夢を決意する二分の一成人式が町内の
各小学校で行われました。１月25日に行われた津野小
学校では 4年生４人とこの日の準備や進行を担当した
３年生３人が出席。始めに保護者が見守る中、４年生、
一人ひとりに校長先生から二分の一成人証書が手渡さ
れ10年間の写真を集めたスライドショーが映し出され
ました。さらに「いつもありがとう」と涙を流しながら
家族への感謝の言葉を口にし、「将来の夢に向かって努
力します」と決意する４年生。また、３年生からのお
祝いの言葉や保護者から４年生へ「生まれてきてくれ
てありがとう。これからもずっとあなたを応援します」
と手紙が読まれると会場は感動に包まれていました。

↑68人分の手紙を手渡す木戸綾乃さん
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まちのホットNews
大豆から手作りした豆腐の味は絶品
添田小で豆腐作り体験

添田町らしさあふれるトーテムポール
NPO法人アートもん

いのち、くらし、ちいきを守る活動を
添田町婦人会

←↑授業で大豆から色々な食べ物ができることを知った児童

↑ホテルオークラでの九州地区地域婦人大会に参加しました

地域の繁栄願う、新年の風物詩
各地で鬼火焚きやどんど焼き

①くるみ保育園児も
参加した上落合一地
区　②歓遊舎ひこさ
ん前の河川敷で行わ
れた野田地区の鬼火
焚き　③諏訪神社前
の河川敷で行われた
上中元寺どんど焼き
　どの地区も世代を
超えて交流しました❸

　１月11日に上落合一地区、１月12日に野田地区、
１月19日に上中元寺地区で新年の風物詩である鬼
火焚

た

き・どんど焼きが行われました。山から切り
出した竹や家庭から持ち寄った正月飾りなどで組
んだ高さ10メートル以上のやぐらに今年の干支の
子年生まれの人や地域の子どもたちが点火。炎は
空に向かって勢いよく伸び、パチパチと音を立て
ながら一気に燃え上がりました。各会場では、バ
ーベキューをしたり、豚汁やぜんざいが振る舞わ
れたりと楽しく交流。やぐらが焼け落ちた後は、
残り火で餅を焼き、今年一年の健康や豊作、地域
の繁栄を願いながら、みんなで味わっていました。

❶

❷

２月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

毎日、笑顔で癒してね。

平名  隼
しゅんじ

治ちゃん 
２月 14日生 ❸・岩瀬

　Ｅメールは①お子さんの写
真　②お子さんの氏名　③名
前の読み方　④誕生日　⑤年
齢　⑥行政区　⑦メッセージ
（50文字以内）　⑧保護者の連
絡先を送信してください。

◎３歳までのお子さん募集中
　３月生まれは２月17日月まで

送信先
koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係
　 （☎ 82-1231）

　手作り雑貨の販売やマッサージ、手作りワー
クショップ、育児相談など子育てに忙しいママ
が嬉しいブースが町民会館に大集合。お子さん
もお母さんも親子で楽しめる１日です。

◉子育て支援センターがマルシェ（市場）に♪

おんぶに抱っこマルシェおんぶに抱っこマルシェおんぶに抱っこマルシェ

◇と　き　３月13日金10時～16時
◇ところ　町民会館
※詳細については、広報そえだ３月
号でお知らせします。
問 子育て支援センター（☎ 85-0888）
　 児童館（☎ 82-3402）

時

8）88

←
デ
ザ
イ
ン
し
た
加
藤
く
ん
㊨
と
﨑
山
さ
ん
㊥

　道の駅歓遊舎ひこさんのこどもわくわくパークに昨年の12月21
日、２本のトーテムポールが誕生しました。NPO法人アートもん
が、町内の学童保育などにデザインを募集。採用されたものを10
月の木もくまつりのときにチェーンソーで製作したものです。こ
の日は、デザインした落合小学校４年生の加藤紘基くんと津野小
学校３年生の﨑山璃那さんも参加。英彦山や天狗、動物など添田
町らしさあふれるデザインのトーテムポールの完成を祝いました。

　昨年11月７日と８日、添田町婦人会が福岡市内で開催された九
州地区地域婦人大会に参加しました。大会では「いのちをまもり、

くらしをまもり、ちいきをまもる　婦人会」
をテーマに九州各地の婦人団体の600人以
上が参加しました。また、昨年の12月17日
には越年支援物資と義援金を集め、更生保
護施設や日本赤十字社などに送りました。

　添田小学校の３年生が１月21日、田川地域の女性農家でつくる
「幾重の会」から教わり、豆腐作りに挑戦しました。地元産の大豆
をすりつぶし、おからと分けた豆乳に、に
がりを入れて固めると豆腐が完成。幾重の
会の皆さんが作った、ご汁やおから料理と
一緒に試食した児童は「大豆の味がしてお
いしい」と何度もおかわりをしていました。

↑施設に支援物資を届けました



添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol. ⑰

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

福
岡
法
務
局

と
福
岡
県
司
法

書
士
会
で
は
、

不
動
産
の
相
続

登
記
の
手
続
き

や
遺
産
相
続
手

続
き
、
生
前
贈
与
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー

と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
11
日
火　
　

▽
セ
ミ

　

ナ
ー（
予
約
不
要
）＝
11
時
〜
12
時

　

30
分　

▽
相
談
会（
予
約
者
優
先
）

　

＝
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

の
９
時
〜

　

16
時
も
受

　

け
付
け
）

▼
相
談
内
容

　

▽
就
業
支

　

援
＝
来
所

　

相
談
・
出

　

張
相
談　

▽
養
育
費
相
談
＝
電
話

　

相
談　

▽
無
料
弁
護
士
相
談
＝
養

　

育
費
相
談
な
ど
の
結
果
、
弁
護
士

　

に
よ
る
助
言
が
必
要
と
判
断
さ
れ

　

た
場
合
、
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン

　

を
配
布

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

　

 

塚
ブ
ラ
ン
チ

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

▼
と
こ
ろ　

▽
福
岡
会
場
＝
エ
ル
ガ

　

ー
ラ
ホ
ー
ル（
福
岡
市
）　

▽
北
九

　

州
会
場
＝
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル（
北
九
州
市
）

▼
予
約
期
限　

２
月
10
日
月
16
時　

※
相
談
会
で
は
司
法
書
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

福
岡
県
司
法
書
士
会

　

 

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

　

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
た
就
業
支
援
や
養
育
費
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜
９
時
〜

　

17
時
（
土
曜
と
第
１
・
第
３
日
曜

　

16
時
30
分
受
付
（
事
前
申
し
込
み

　

不
要
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、気
軽

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
、
法
務
局
や
市

町
村
の
戸
籍
担
当
窓
口
、
福
岡
県
弁

護
士
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
を
ご

存
知
の
方
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
で
き
る

か
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
窓
口　

▽
福
岡
法
務
局
戸
籍

　

課
／
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
☎
092
―
721
―
９
３
３
４
）　

▽
福

　

岡
県
弁
護
士
会
子
ど
も
の
人
権
110

　

番
／
土
曜
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
（
☎
092
―
752
―
１
３
３
１
）　

問 

福
岡
法
務
局
戸
籍
課

　

 

（
☎
092
―
721
―
９
３
３
４
）

▼
と
き　

２
月
28
日
金　

13
時
30
分

　

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
１
階
第
３

　

会
議
室

※
予
約
不
要
、
相
談
無
料
。

【
第
8
回
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
】

▼
試
験
日　

男
子
＝
３
月
７
日
土
、

　

女
子
＝
３
月
８
日
日

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐

　

屯
地
（
春
日
市
）

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

の
者

▼
受
付
期
限　

３
月
２
日
月

【
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

２
月
16
日
日
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

香
春
町

　

民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

17　広報そえだ（令和２年２月号） 広報そえだ（令和元年２月号）　16

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

▼
募
集
人
数　

若
干
名（
男
女
）

※
要
普
通
自
動
車
免
許

▼
業
務
内
容　

受
付
業
務
、
館
内
清

　

掃
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
な
ど

▼
勤
務
時
間　

①
８
時
30
分
〜
17
時

　

15
分　

②
12
時
15
分
〜
21
時
（
二

　

交
代
制
）

▼
給
与　

月
額
14
万
７
４
０
０
円

※
雇
用
期
間
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

　

 

（
☎
82
―
５
０
６
１
）

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

は
、
プ
ラ
ス

　

チ
ッ
ク
製
の

　

顔
写
真
付
き

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

　

で
、
本
人
確

　

認
書
類
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、

　

e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
を

　

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、
ス
マ

　

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
、
郵
送
な
ど
の
方

　

法
が
あ
り
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

　

の
方
へ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
発

　

行
日
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で

　

で
す
。
期
間
が
満
了
す
る
人
に
は

　

通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
継
続
す

　

る
場
合
は
、
ま
ず
は
役
場
住
民
課

　

戸
籍
住
民
係（
☎
82
―
１
２
３
３
）

　

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

 　

ヤ
ル

　

 

（
☎
０
１
２
０
―
95
―
０
１
７
８
）

と
き　

①
２
月
21
日
金
15
時
30
分
〜

くらしに役立つ情報満載

相
談

献血にご協力を◉やさしさが
　笑顔をつくる

　　 ♥とき　　　 ♥とき　３月3030日月日月
　　 ♥ところ　　　 ♥ところ　添田町役場添田町役場
　　 ♥対象者　　 ♥対象者　体重が　体重が5050キロ以上の人で、キロ以上の人で、
　　 　　　 　男性男性 1717歳～歳～6969歳　女性　女性 1818歳～6969歳
※6565歳以上の人は、歳以上の人は、6060～6464歳に献血経験がある人。歳に献血経験がある人。
問 問 役場保健福祉環境課健康対策係役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）（☎ 88-8111）

10時～12時30分
13時30分～16時

Information
試
験
・
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

問 教育委員会
学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば

☎
０
９
４
８

2

０
３委員会

おやじ会と PTA が受験生を激励

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
を
申
請
し
ま
せ
ん
か

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

契
約
職
員
募
集

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

無
戸
籍
で
お
困
り
の
人
は

相
談
窓
口
に
連
絡
く
だ
さ
い

出
張
労
働
問
題
相
談
会

九
州
・
沖
縄
地
区

相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
に
相
談
を

祝

添田町地域おこし協力隊

添田町地域おこし協力隊
フェイスブックページ
https://www.facebook.
com/soedamatitiikiokosi/

私たちの活動を公開しています

お世話になった“感謝”を込めて

地域おこし協力隊
佐々木隊員が退任

地 域おこし協力隊の佐々木晋です。
３年間の任期満了に伴い、昨年12

月27日をもちまして添田町地域おこし協
力隊商品流通推進員を退任することとな
りました。３年間という短い間でしたが、
添田町の農産品の販売や流通に携わらせ
ていただきました。
　添田町役場関係者、道の駅歓遊舎ひこ
さん関係者をはじめ、地域の皆様に、時
にはご面倒をおかけすることもありまし
たが、大変可愛がっていただき、心の温
まる充実した時間を過ごさせていただき
ました。添田町は私にとって大切な故郷
となりました。引き続きご指
導いただけると幸いです。

　　　

「感謝」
　佐々木　晋　

めてめて

情報満載満載

私にとって大切な故郷

幸
き続きご指指指指指指
いです。

し
信
⑰

役立つ情

感謝”を込めめ

情報情報報報報報

てめて

信
⑰

役立つ情

謝”を込め

情

め

情報報報

てめて

町合
日

問

ま
せ
ん
か

ー
カ
請
しし
ま

カ
ー
ド

し
ま
せ

町立小・中学校「卒業式、入学式」
◉卒業式
▶添田中学校　３月12日木
▶各小学校　　３月17日火

◉入学式
▶添田中学校　４月９日木
▶各小学校　　４月10日金

添 田中学校には、男性保護者でつくる「添
田中学校おやじ会」があります。その

おやじ会と添田中ＰＴＡとの合同で１月11日、
受験を控えた３年生全員の希望進路合格を願
って激励会が行われ、おやじ会が早朝から準
備した豚汁やヤマメの塩焼きなどが生徒たち
に振る舞われました。「今日は、保護者だけで
はなく英峰塾のボランティア（大学生）の先生
方も応援に来てくれています。豚汁を食べ元
気を出して、全員合格を目指そう」とエールを
送るおやじ会会長の山野道明さん。生徒会長
の白石凌也さんは「今日の激励会を通しても
う一度、３年生全体で士気を高め全員第一志
望校に合格できるように頑張ります」と感謝
と決意を述べました。

平 成20年４月に男性保護者の有志が立ち
上げ12年目を迎えた添田中おやじ会。

中学３年生の土曜学習「英峰塾」への参画や、
体育会、花火大会などにおける会場巡回など、
生徒への支援活動を学校、教育委員会と協力
して行っています。教育委員会としても、添
田中おやじ会の活動にお礼を申し上げるとと
もに、これからも生徒たちの健全な成長の見
守りを続けていただきます。

と決意を述べました。

成20年４月に男性保護者の有志が立

←
お
や
じ
会
の
温
か
い
豚
汁
を
食
べ
て
、

　

目
指
せ
!!　

全
員
志
望
校
合
格

　　 ♥とき　３月30日月
　　 ♥ところ　添田町役場
　　 ♥対象者　体重が50キロ以上の人で、
　　 　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
※65歳以上の人は、60～64歳に献血経験がある人。
問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）



令和元年台風第19号
災害義援金のお礼

ご協力ありがとうございました

　ソエダみらい会議（仮称）は、町内外の添田
町ファンの皆さんと、添田町の「みらい」につ
いて話し合う会議です。参加資格はありませ
ん。参加者が100人集まるまで（仮称）です。
会議の内容が実現可能な事業となった場合は
「第６次総合計画」に反映します。添田町ファ

ンの皆さんの参加をお待ちしています。
◉とき　２月15日土　18時30分～20時
※ 15時～17時の間、個別に話しを聞く時間を
設けています（この時間帯は出入り自由です）
◉ところ　オークホール
問 役場まちづくり課総合企画係（☎82-5965）

◉一緒に添田町のまちづくりについて語りませんか      

ソエダみらい会議（仮称）参加者募集

広報そえだ（令和２年２月号）　1819　広報そえだ（令和２年２月号）

▼
と
き　

３
月
12
日
木
・
13
日
金

　

10
時
〜
16
時
30
分

▼
行
先　

湯
の
迫
温
泉
大
平
楽
（
大

　

衆
演
劇
／
上
毛
町
）

▼
対
象
者　

▽
障
が
い
者
＝
身
体
障

　

害
者
手
帳
１
級
・
２
級　

▽
高
齢

　

者
＝
75
歳
以
上
（
昭
和
19
年
12
月

　

31
日
以
前
生
ま
れ
）
で
一
人
暮
ら

　

し
の
人
、
ま
た
は
同
居
者
が
半
年

　

以
上
入
院
や
入
所
し
て
い
て
現
在

　

一
人
暮
ら
し
の
人

▼
申
込
期
限　

２
月
14
日
金

※
対
象
者
に
は
手
紙
な
ど
で
案
内
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
。

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

※
回
復
作
業
を
行
っ
て
も
、
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

700
Ｍ
Ｈ
ｚ（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）テ
レ
ビ

　

受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
１
２
０
―
700
―
012
）

　
「
女
性
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
現
状
」

と
い
う
側
面
か
ら
労
働
問
題
や
女
性

の
貧
困
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
14
日
土　

13
時
30
分

　

〜（
事
前
申
込
者
優
先
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

　

日
市
）

▼
講
演　

小
杉
礼
子
さ
ん
（
労
働
政

　

策
研
究
・
研
修
機
構
研
究
顧
問
）

問 

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

 

あ
す
ば
る（
☎
092
―
584
―
３
７
３
９
）

　

町
で
は
、
意
欲

あ
る
担
い
手
を

育
成
し
、
農

業
生
産
の
合

理
化
・
効
率

化
な
ど
で
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
を
図

る
た
め
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
事
業
で

農
地
の
貸
し
借
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

▼
出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト

▽
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
来
れ
ば
、　

　

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず

　

返
っ
て
き
ま
す

▼
受
け
手
の
メ
リ
ッ
ト

▽
経
営
規
模
の
拡
大
が
図
れ
ま
す

▽
貸
借
期
間
中
は
安
心
し
て
耕
作
で

　

き
ま
す
。
ま
た
、
再
設
定
で
継
続

　

し
て
借
り
ら
れ
ま
す

▼
受
付
期
間  

２
月
３
日
月
〜
28
日
金

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興

　

 

係（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

携
帯
電
話
の
電
波
帯
拡
大
の
影
響

で
、
テ
レ
ビ
へ
の
受
信
障
害
が
な
い

か
を
調
査
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
映
像

に
影
響
の
出
る
可
能
性
が
あ
る
地
域

に
は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。
影
響

が
出
た
場
合
は
対
策
員
が
回
復
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
予
定
日　

２
月
20
日
木

　

英
彦
山
温
泉
し
ゃ

く
な
げ
荘
は
オ
ー

プ
ン
か
ら
25
年
が

経
過
し
、
建
物
・

設
備
の
老
朽
化
や

温
浴
施
設
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
な
ど

か
ら
、
今
後
は
、
観
光

戦
略
に
掲
げ
る
自
然
を
活
か
し
た

体
験
事
業
の
開
発
を
進
め
て
い
く

中
で
「
湯
の
山
地
区
の
自
然
を
感

じ
楽
し
む
空
間
づ
く
り
」
に
お
い
て

新
し
い
活
用
を
含
め
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
令
和
２
年
3
月
末
を

　

県
で
は
、
子
育
て

家
庭
を
対
象
に
「
パ

ス
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
て
い
る
「
子
育

て
応
援
の
店
」
を
現
在
地

か
ら
簡
単
に
探
す
こ
と
が

で
き
る
「
子
育
て
応
援
パ
ス

ポ
ー
ト
ア
プ
リ
」（
地
図
ア
プ
リ
）
を

作
成
し
ま
し
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
提
供
店
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示

す
る
と
、
登
録
者
限
定
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の

登
録
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、
福
岡
県

「
子
育
て
応
援
の
店
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

問 

福
岡
県
「
子
育
て
応
援
の
店
」
事

　

 

務
局（
☎
092
―
761
―
４
３
２
２
）

くらしに役立つ情報満載

も
ち
ま
し
て
、
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
６
年

の
オ
ー
プ
ン
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
地
域
・
関
係
者
の
皆
さ
ま

よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
愛
顧
、
ご
支
援

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
商
工
業
振

　
 

興
係
（
☎
82
―
５
９
６
２
）

　

田
川
警
察
署
添
田
警
部
交
番
の
隣

り
に
あ
る
町
バ
ス
車
庫
と
事
務
所
は
、

田
川
地
区
消
防
署
添
田
分
署
の
移
転

に
伴
い
取
り
壊
さ
れ
、
町
バ
ス
事
務

所
は
役
場
に
機
能
移
転
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
停
は
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
際
は
、
工
事
車
両

な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
施
策
推
進
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
６
）

◉とき　　　３月15日日　９時（受付８時45分～）
◉ところ　　町体育館／参加無料
◉コース　　上級者・中級者・初級者／性別なしのダブルス
◉参加資格　町内在住・在職者や町内体育施設で活動をしている人
◉申込期限　３月９日月（社会教育課に申込用紙を提出）
問 教育委員会社会教育課社会教育係（☎ 82-2559）

お
知
ら
せ

農
地
の
貸
し
借
り
を
推
進

利
用
権
設
定
に
つ
い
て

Information
●人　口　  9,642 人（ー17人）

●男　性　  4,568 人（ー８人）

●女　性　  5,074 人（－９人）

●世帯数　  4,683世帯（－７世帯）

●出生　２ 人

●死亡　14 人

●転入　15 人

●転出　20 人

人の動き 12 月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　２月18日火、３月３日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　２月12日水（13時～）、14日金（15時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　2月21日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　２月18日火、３月10日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　２月27日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　２月５日水、３月４日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　12 月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　12 月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  自動車盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

今年の累計
0
１
２
３

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者

10（ー１）
０（±０）

今年の累計
187
２

  車上ねらい

納期限のお知らせ
●３月２日月が納期限です
　▷国民健康保険税（８期）
　▷後期高齢者医療保険料（８期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

町
バ
ス
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た

第
32
回町民バドミントン大会

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
（
故
）
田
中
春
喜

　
（
町
二
）
▽
（
故
）佐
々
木
多
見
子

　
（
町
四
）
▽（
故
）宗
近
博
明（
町
四
）

　

▽（
故
）松
井
百
合
子（
真
木
）

▼
一
般
寄
付　

▽
柳
田
博（
桝
田
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
三
笠
流
ひ
ま
わ
り
会
▽

　

高
橋
浩
月
（
町
四
）
▽
坂
本
泰
子

　
（
峰
地
）▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子（
添
田
中
）▽
田
代
律

　

子（
田
川
市
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子（
添
田
中
）▽
田
代
律

　

子（
田
川
市
）

　
　
　

 

（
令
和
２
年
１
月
14
日
現
在
）

子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
ア
プ
リ

配
信
ス
タ
ー
ト

英
彦
山
温
泉
し
ゃ
く
な
げ
荘

３
月
末
で
休
館
し
ま
す

身
体
障
が
い
者
・
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク

テ
レ
ビ
の「
受
信
障
害
」対
策
を

実
施
し
ま
す

　大災害や緊急事態発生時に備え、全国
瞬時警報システム（Ｊアラート）を使用し
た自動放送訓練が全国一斉に実施されま
す。町でも町内に設置している防災無線
のスピーカーから下記の内容が放送され
ますので、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。今回行うのは放送訓練です。
特に皆さんが行動する必要はありません。

◉全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
放送訓練

▷とき　２月19日水 11時頃
① 開始チャイム
②「これはテストです」
③「こちらは防災添田町です」
④ 終了チャイム
問 役場防災管理課防災安全係
　（☎ 82-4002）

防災無線のスピーカーで
全国一斉訓練をします

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）

　町では、昨年10月に発生し、東日本の
広範囲で被害をもたらした令和元年台風
第19号による災害の被災者支援を目的に、
10月21日から12月27日まで役場ロビーに
おいて義援金の受け付けを行いました。
地域の皆様からお寄せいただい
たお気持ちのこもった募金は、
日本赤十字社へ送金しました。
募金に協力いただきありが
とうございました。
◉募金額　65,908円
◉送金先　日本赤十字社

けを行いました。
い
募金
ま
り

社

ただい
金は、
した。
が

み
ら
い
ね
っ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

ゃ巻ど観然を区 ゃ巻ど観
光

然
を
活
か
し
た

を
進
め
て
い
く

区
の
自
然
を
感

ア
プ

子在と援図
ア
プ
リ
）
を

ス
ポ
ー
ト
サ
ー

ポ子
育

在
地

と
が

援
パ
ス

図
ア
プ
リ
）
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

に ▽▼問テでかに 実

は
、

い
手農

の
合

効
率

で
生

低
減農

化
促

貸
し

す
。 設

定
に
つ
い
て

問でかに テ実

意
欲

を
農

産
コ

を
図

農
業
経
営

進
事
業
で

借
り
を
推
進
し

定
に
つ
い
て

◉年齢問わずどなたでも参加できます

あ育
成

業
生

分～）

別なしのダブルス
設で活動をしている人
込用紙を提出）
2-2559）

農利
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宮
崎
県
日
南
市
で
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定

を
受
け
た
九
州
の
自
治
体
が
一
堂
に
会
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
が
「
人
を
呼
び
込

む
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」
で
し
た
。
全
国
78
市
町
村
・
九

州
で
は
、
11
市
町
が
国
か
ら
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

歴
史
的
風
致
維
持
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
国
か
ら
の
支
援
で
行
う
も
の
で

す
。
福
岡
県
で
は
、
太
宰
府
市
、
添
田
町
、
宗
像
市
の
３
つ
の
市
と
町
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
認
定
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
が
あ
る
と
こ
ろ
と
の
条

件
が
あ
り
、
し
っ
か
り
し
た
計
画
が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
ご
承
知
の
と

お
り
添
田
町
に
は
「
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿
」「
銅か

ね
の
と
り
い

鳥
居
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

鳥
居
に
は
霊
元
天
皇
よ
り
秀
で
た
山
と
い
う
こ
と
で
、
頭
に
英
語
の
「
英
」
の

字
を
賜
っ
た
「
え
い
ひ
こ
さ
ん
」
と
書
い
て
「
ひ
こ
さ
ん
」
と
読
ま
せ
る
勅
額
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
室
町
後
期
の
画
僧
「
雪
舟
」
が
中
国
か
ら
帰
国
後
、
英

彦
山
に
住
み
庭
園
を
造
っ
て
い
ま
す
。「
旧
亀
石
坊
庭
園
」
で
、
昨
年
そ
の
周
辺

の
庭
園
が「
英
彦
山
庭
園
」と
し
て
名
勝
の
追
加
指
定
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
商
家
で
国
重
要
文
化
財
の
「
中
島
家
住
宅
」
は
、
今
の
大
規
模
な

修
復
を
国
の
支
援
を
頂
き
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
は
修
復
工
事
も
終
わ

り
当
時
の
雄
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
英
彦
山
の
麓
、
津
野
地
区
に
も
藁
葺
き

屋
根
の
大
農
家
「
旧
数
山
家
」
と
、
数
多
く
の
重
要
文
化
財
が
歴
史
と
そ
の
心

が
縦
軸
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
▼
そ
の
縦
軸
に
、
そ
こ
に
住
む
我
々
、
そ

し
て
周
辺
住
民
が
自
分
た
ち
で
横
軸
を
絡
ま
せ
、
輝
く
地
域
と
し
て
織
り
上
げ

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
、
横
軸
を
絡
ま
せ
る
に
は
、
重

要
文
化
財
の
整
備
と
共
に
情
報
発
信
と
人
材
育
成
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
▼

昨
年
の
敬
老
会
の
歌
謡
シ
ョ
ー
に
参
加
し
て
頂
い
た
歌
手
の
橋
昌
彦
さ
ん
か
ら
、

「
関
東
エ
リ
ア
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
添
田
町
の
事
を
紹
介
し
た
い
の
だ
が
、
端
的
に

ど
の
よ
う
に
言
え
ば
良
い
で
す
か
」
と
問
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
三
大
修
験
道
の

霊
山
英
彦
山
の
あ
る
町
、
ゆ
ず
ご
し
ょ
う
の
元
祖
の
町
、
空
気
と
自
然
と
人
情

の
素
晴
ら
し
い
町
、
明
太
子
風
味
の
せ
ん
べ
い
「
め
ん
べ
い
」
の
工
場
の
あ
る

町
、
色
々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
添
田
町
に
「
人
を
呼
び
込
む
」
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
定
住
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す
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▼
あ
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ん
な
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と
が
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る
町
で
す
と
発
信
し
共
感
を
得
る
事
が
そ
の
鍵
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
体
験
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
添
田
町
な
ら
で
は
の

農
業
体
験
・
林
業
体
験
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
添
田
町
で
は
出
来
る
の
だ
と
言

う
も
の
を
捜
し
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
添
田
町
を
、

関
東
エ
リ
ア
に
紹
介
す
る
た
め
の
端
的
な
言
葉
、
事
業
を
考
え
て
頂
け
れ
ば
。

Photo Contest　美しい自然と歴史あふれる町 添田へ行こう。
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◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。
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◉特選（イベント部門）歓　喜（撮影地・野田）納富　恵子さん（北九州市）

◉秀作／ 10 点【風景部門】▶馬場徹（篠栗町）▶
岩重正敏（北九州市）▶牟田元弘（北九州市）▶冨
田佳宏（香春町）▶小西静子（北九州市）【イベン
ト部門】▶石村國男（宗像市）▶白川勉（みやこ町）
▶沖永稜彦（北九州市）▶生田守（北九州市）▶宿
里繁人（嘉麻市）◉入選／ 15 点【風景部門】▶松
尾和子（芦屋町）▶前谷愼治（福智町）▶河野勉（北

九州市）▶筒井篤孝（北九州市）▶高瀬重信（大野
城市）▶藤居孝司（川崎町）▶合原繁利（川崎町）
▶木下武（川崎町）【イベント部門】▶熊㟢芳彦（川
崎町）▶古川佐代美（北九州市）▶二田水敦志（糸
田町）▶千田一弘（添田町）▶遠藤晴世（北九州市）
▶西山京子（北九州市）▶葉石美和子（北九州市）
／順不同・敬称略

◉特選（風景部門）

綺麗、こちらも
綺麗です（撮影地・英彦山大権現）

井上　修さん（北九州市）
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第24回 添田町フォトコンテスト
　　　　　　　　　入賞作品決定

入賞作品は、英彦山スロープカー花駅内に展示しています。町ホームページにも掲載していますので、ぜひご覧ください。

　町内の自然やイベントをテーマにした添田町フォ
トコンテスト。今回は、特選２点・秀作10点・入選
15点の入賞作品が決定しましたので、ご紹介します。
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